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東京都心部における河川の消失と道路・下水道との関わりに関する考察 

日本大学理工学部 学生会員 ○青木 佑太 

日本大学理工学部  正会員  吉川 勝秀 

 

１．はじめに 

 江戸時代は隅田川を中心とした運河，水路が整備さ

れ，各地からの物資は，運河を通じて江戸の町に運ば

れていた．しかし時代が進むにつれ，汚染された河川

は，蓋をされ，増加する交通需要の対策として道路と

なり消失した河川も多い． 

 本研究では，河川の消失と道路，下水道との関係に

ついて考察した．そして河川の再生について検討した． 

２．高速道路建設当時の河川に対する方針と河川の消

失 

 河川・運河消失に関係して，首都高速道路建設の基

本方針を調査した． 

 首都高速道路は，東京都市内の増加する自動車交通

量から都市内の交通量増加による問題を緩和するため

に計画された(図－１)．その建設にあたっての建設省の

基本方針では，①既成市街地，特に首都中心部におけ

る自動車交通の輻輳を緩和し，一般道路の効率化を図

る．②一般街路と分離して，あらゆる交通機関と平面

交叉をしない公共的都市高速道路を建設する．③路線

の選定にあたっては，市街地の土地利用を考慮し，家

屋の密集地を避け，不利用地，治水利水上支障のない

河川，運河，やむを得ざる場合には高幅員（40m）以上

の道路上に設置し，防火建築地帯の屋上の利用も考慮

する¹⁾となっている．この方針の下で，路線選定におい

て，河川空間が建設用地として積極的に利用された．

河川が高速道路に利用された区間を図－２に示した．

また，写真－１，２に日本橋川と神田川で道路に占用

された川の現状を示した． 

３．下水道計画からみる河川方針と河川の消失 

河川と下水道の関係については，下水道整備に関す

る東京都市計画河川下水道調査特別委員会委員長報告

（以下昭和３６年答申）が大きく関係している．そこ

では，水源をもつ以外の河川は暗渠化し下水道幹線と

し整備し暗渠上部は管理上支障がない限度で公共的利

用するという方針が示された．昭和３６年答申におい 

 

 

 

図－１ 当初の東京都市計画都市高速道路網¹⁾ 

 

図－２ 河川に架かる高速道路 

 

写真－１ 日本橋川    写真-２ 神田川 

て下水道幹線として利用する対象河川は呑川，九品仏

川，立会川，北沢川，烏山川，蛇崩川，目黒川，渋谷

川，古川，桃園川，長島川，前堰川，小松川，境川，

東支川，田柄川である（図－３2⁾3⁾4⁾）． 

当時の河川は，汚染が進み，悪臭を放つ最悪の状況で 
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あった．また，水源のない河川は，家庭や工場の排水さ

れる汚水が流量の大半で，汚水を下水道で処理した場合

は，河川の流量は激減し，ゴミが残るだけの場所となっ

て，衛生的にも景観的にも好ましい状況にならないと考

えられていたこと，住民からの要望が汚染河川よりも暗

渠化しての公共利用を望んだ意見が少なくなかった³⁾．

河川の暗渠化は，下水道整備上，経済的にも有効であり

当時の河川状況からしても賛成する住民いても反対す

る住民の方が少なかった³⁾． 

写真－３，４には，渋谷川およびその下流の古川で地

下化されなかった現状の河川を示した． 

４．海外河川再生の事例 

 河川がモータリゼーションの発達に伴い，海外でも

河川（河畔，河川上等）が道路として使われてきたこ

とが分かる．しかし，現在は道路と河川の関係が見直

され，都市の開発に合わせ再生されている⁴⁾⁵⁾⁶⁾（表

－１）．日本においても，道路に占用された河川の再生，

川からの都市再生が進められてよいであろう． 

５．結語 

 東京都心部の河川の消失は，日本の交通網の整備，

下水道の整備など生活インフラの向上とともに生じた．

それについては，特に高速道路建設方針や下水道整備

方針が大きな影響を与えたことを明らかにした． 

海外でも，年代は異なるものの，都市での河川消失

が起きている．しかし，近年では河川の再生，川から 

の都市再生が行われるようになっており，日本におい

ても，都市再生からの道路に占用された河川の再生，

川からの都市再生が進められてよいであろう． 
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図－３ ３６答申対象河川と河川消失の関係図²⁾³⁾⁴⁾ 

 

写真－３ 渋谷川   写真－４ 古川 

表－１ 海外の河川再生の事例⁵⁾⁴⁾ 

国 都市 対象河川名 再生方法

アメリカ ボストン チャールズ川
ボストンの都心と水辺を分断していた高
架の高速道路の地下化,跡地は緑地等
に再生。

ドイツ ケルン ライン川
まちと川を分断する形で設けられた河畔
の連邦高速道路を地下化、河畔は公園
を整備。

中国 北京 転河
一度地下に埋められた川を再生し、河畔
の都市開発を進め、水路網を利用した
観光舟運も進められている。

韓国 ソウル 清渓川
暗渠化され上に覆蓋道路、さらにその上
に高速道路が建設されていたが、それ
らを撤去、川を再生。

スペイン マドリード マンサナレス川
市街地と水辺を分断する高速道路を地
下化、高速道路が地下化された空間に
は、公園を整備。  

 




